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昭 禾 肌 3 年 3 打
昭 和 1 3 午 3  村
昭 和 1 6 年 1 0 月
昭 矛 Π 2 1 1 F 5  ナ 1
昭 和 2 2 午 3  村
昭 和 2 2 午 Ⅱ 刃
昭 和 2 - 1 年 8  打
昭 和 2 7 午 3 月
昭 和 3 8 年 ↓ 打
川 仟 叫 8 午 4 月
昭 和 ・ 1 8 年 4 月
昭 和 ' 1 8 年 9  打
昭 和 4 9 午 4  河
昭 和 5 3 年 4 月
1 入 § 、 ' M 辱 ゛
1 、 ■ き N 叩 一
東 北 帝 国 大 学 医 学 部 卒 業
東 北 帝 矧 大 学 医 学 部 副 手 ( 山 川 内 科 ・ )
東 北 帝 i 、 に 1 大 学 医 学 都 助 手 ( 1 県 川 内 科 )
束 北 〒 捌 司 大 学 W 塒 削 属 医 学 専 門 部 講 師 ( 内 利 学 )
央 北 帝 岡 大 学 脇 時 附 属 医 学 専 門 部 教 授 ( 内 科 学 )
青 森 医 学 専 門 学 校 教 授 ( 内 科 学 )
東 北 大 学 鮒 属 医 学 専 円 剖 鉾 剣 受 ( 内 科 学 )
東 北 大 学 医 学 部 助 教 授 ( 1 県 川 内 利 )
東 北 大 学 敦 授  q 亢 触 菌 病 研 究 所 )
東 北 大 学 抗 酸 菌 病 研 究 所 削 属 病 院 長
東 北 大 学 評 議 員 併 任
東 北 大 学 評 議 員 を 解 く
東 北 大 学 抗 酸 菌 病 釧 究 所 長 , 評 議 員 併 任
停 年 退 宜
教 授 略 歴
第 1 9 回 Π 木 化 学 療 法 学 会 東 Π 木 麦 部 総 会 々 長




































































































2斉 藤 達 雄 , 橋 元 富 一 郎
甘 糟 元 :
橋 元 富 一 郎
斉 藤 達 雄 , 海 藤 勇 , 沢
田 元 治 : "
大 壁 胤 を 有 す る 胃 潰 癌 の 莱 北 医 誌
統 哥 南 観 察
第 1 報 一 般 醜 床 的 事 項
に つ い て
大 壁 施 を 有 す る 潰 胃 傷 の
東 北 医 誌
統 計 的 観 察
第 2 報 レ ソ ト ゲ ソ 学 的
事 項 に つ い て
水 試 験 及 び 渇 試 験 よ り 窺 日 木 消 化 器 病 学
ひ た る 糖 尿 体 の 水 分 代 謝 会 雑 誌 '
障 点 に 金 い て "
買 癌 並 び に 胃 ・ t 二 指 腸
東 北 医 誌
潰 揚 に 於 け る 潰 甥 の 大 い
き に 就 て
胃 癌 , Ⅶ 潰 甥 , 及 び 十 二
束 北 医 誌
指 腸 潰 癌 に 応 牙 る 十 二 霧
腸 球 部 の レ 線 学 的 特 徴 に
就 て
幽 門 前 潰 痕 の 悪 性 度 詑 び 東 北 医 誌
や そ の レ 線 診 断 的 価 値 に
就 て ' 、 '
糖 尿 病 患 者 に 於 け る 「 ア 爽 北 医 誌
ド レ ナ リ ソ 」 血 粧 反 応
糖 尿 病 患 者 に 於 る 「 イ
ソ シ ュ リ ソ 」 感 矮 試 験
後 藤 爾 , 廿 糟 元 :
斉 藤 達 雄 , 後 藤 愛 爾 ,
植 田 一 良 或
5 0
斉 藤 達 雄 , 橋 元 富 一 郎
甘 糟 元 , 岩 本 正 :
斉 藤 達 雄
斉 藤 逹 雄
斉 藤 逹 雄
8 2 ~ 8 6
如
1 9 5 3
1 2 ~ 1 5
卯
3 8 8 ~ 3 9 5
斉 藤 達 雄 , 矢 内 統 一 ,
弓 i 下 1 、 1 烏 :
1 9 4 9
1 6 ~ 1 9
4 6 ( 3 ~




桑 島 治 三 郎
東 北 医 誌
糖 尿 病 患 者 の 「 イ ソ シ ュ 東 北 医 誌
リ ソ 」 感 度 に 及 ぼ す 治 療 山
の 影 粋 心 "
柬 北 医 誌
斉 藤 達 雄 ,
矢 内 統 一 1
K i m m e l s t i e l - w u s o n  東 北 医 誌
氏 症 候 辧 に 関 す る 一 考 察 < "
掘 内 敏 男
斉 藤 達 雄 , 星 胎 , 胃 肉 睡 の レ 線 像 に 就 て 東 北 医 誌
小 泉 重 誕 ; 虚 子 久 抓 : < "
斉 藤 達 雄 , 米 村 広 ,
斉 β 個 の 平 皿 状 胃 癌 共 存 に 東 北 医 誌
庄 就 い て  V  ゜ '
藤 正 汰 , 大 柴 三 郎 ,
子 久 弥
斉 藤 達 雄 , 宍 戸 辰 男 ,
塘 尿 病 患 者 の イ ソ シ ュ リ
東 北 医 誌
松 島 恒 男
ソ 感 度 に 関 す る 研 究
第 3 報 皮 下 注 射 法 及 び
諦 脈 注 射 法 に よ る イ ソ シ
ユ リ ソ 感 度 試 験 の 比 較 に
つ い て
1 9 4 9
3 2 ~ 3 4
3 8 ~ 、 1 4
原 爆 症 羅 5 年 4 ケ 月 後 の
i 患 者 に 見 ら れ た る 流 行
性 肝 炎 に 就 て
4 2
1 9 1 9
9 1 ~ 9 9
1 9 4 9
収
1 9 5 4
1 9 4
1 9 5 0
1 6 5 ~ 1 7 0
4 6
船
5 4 3 ~ 5 5 1
1 9 5 1
船
5 3 2 ~ 5 3 7
1 9 5 2
5 3 8 ~ 5 - 1 2
船
1 9 5 2
5 5 8 ~ 5 6 1
訂
1 9 5 2
5 1 3 ~ 5 4 9  1 9 5 3
訂
1 9 5 2
四


































































































4黒 川 利 雄 , 斉 藤 達 雄 ,
芋 島 清 , 好 藤 正 次 , 詠
崎 兼 義 , 笹 野 伸 昭 , 入
江 一 彦 :
黒 川 利 雄 , 斉 藤 達 雄
斉 藤 達 雄 , 村 木 忠 雄
剖 検 例 を め ぐ っ て
一 臨 床 病 理 詠 滋 会 記 録 一
果 川 利 雄 , 斉 藤 達 雄 ,
後 藤 由 夫 ' : '
胃 癌 の 早 期 診 断
塘 尿 病 の 薬 物 療 法
最 新 医 学
糖 尿 病 と T C A
斉 藤 達 雄 , 村 川 裕 , 加
藤 襄 二 , 八 木 力 , 佐 々
木 義 徳 :
最 新 医 学
重 複 唖 膓 一 食 道 肉 腫 と 胃
癌 と を 併 存 し た 稀 有 な る
1 仞 Ⅱ こ つ い て ー
1 1 ( 6 )
黒 川 利 雄 , 斉 藤 達 雄
最 新 医 学
1 4 3 7 ~
1 4 5 2
齊 藤 達 雄
食 餌 療 法 と ズ ル フ
ル 尿 素 剤
1 1 ( フ )
綜 合 臨 床
斉 藤 達 雄 , 村 川 裕
1 9 5 6
1 6 8 3 ~
1 6 9 6
1 1 ( 9 )
臨 } 休 消 化 器 病 学  5 ( 1 )
3 1 ~ 3 9
制 癌 剤
斉 藤 達 雄
2 0 9 7 ~
2 Ⅱ 0
5 a D
1 9 5 6
質 疑 応 響 集 内 科 篇
誘 D  血 糖 調 節
斉 藤 達 雄
診 療
2 0 6 9 ~
2 0 7 フ
1 9 5 6
糖 質 代 謝 様 相 か ら 見 た 糖
尿 病 療 法
斉 藤 逹 雄 :
診 断 占 治 療
1 9 5 6
糖 尿 病 の 経 口 的 薬 物 療 法 臨 林 内 科 小 児 科  1 2 ( 6 )
5 5 3 ~ 5 6 1
( 代 日 本 医 事 新 報
斉 藤 達 雄 , 村 川 裕 , 村
木 忠 雄 , 伊 藤 伊 三 雄 ,
中 山 豊 , 加 藤 襄 二 , ハ
木 力 , 佐 々 木 義 徳 :
扣 ( 2 )
1 9 5 7
腹 膜 炎
1 2 6 ~ 1 3 6
綜 合 臨 躰
4 5 (  4  )
1 5 5 ~ 1 6 5
ヒ ル ツ ユ ス プ ノ レ ソ グ 病
1 9 5 7
4 月 3 0
日 フ デ
糖 尿 病 家 系 に お け る 糖 代
謝 機 能 の 調 査 に つ い て
3 5 6 ~ 3 5 8
6 ( 4 )
8 9 4 ~ 9 0 8
臨 床 病 態 生 理 学
大 系
1 9 7
1 9 5 7
臨 床 病 態 生 理 学
大 糸
1 9 5 7
7
日 本 臨 床
3 2 8 ~ 3 3 2
7
1 9 5 7
3 1 1 ~ 3 1 6
1 5 a の
1 9 5 7
1 8 5 4 ~
1 8 5 8
1 9 5 7
































































































































6斉 藤 達 雄 , 佐 ん 木 義 徳
星 昭 行
斉 藤 達 雄 , 涌 井 昭 , 大
根 田 昭
黒 川 利 雄 , 斉 藤 達 雄 :
斉 藤 逹 雄 :
4 2 (  4  )
7 1 8 ~ 7 5 6
1 9 6 0
糖 尿 病 の 治 療
一 最 近 の 傾 向 に つ い て ー
糖 尿 病 帷 昏 睡 と 低 血 糖 性
昏 睡
斉 藤 達 雄 , 辻 米 夫 , 中
加 藤 襄 二 , 平 井
山 豊 ,
八 木 力 , 桑 野 昭逹 郎 ,
彦 , 布 川 三 領 , 内 山
樹 :
煕 川 利 雄 , 斉 藤 達 雄 ,
伊 藤 正 敏 , 雲 出 正 , 長
谷 川 昭 衛 , 布 川 領 三 ,
波 辺 晃 :
黒 川 利 雄 , 斉 藤 達 雄 ,
藤 田 純 治 , 小 野 寺 秀 久
石 岡 国 春 , 貴 田 岡 弘
祥 :
斉 藤 逹 雄 , 八 木 力 , 佐
々 木 博 司 , 大 束 寿 夫 ,
星 昭 行 , 植 村 順 :
梼 尿 病 治 療 の 方 針 と コ ツ
ホ ル モ ソ 療 法 の 実 際
一 粧 尿 病 の ホ ル モ ソ 療 法
ホ ル モ ソ と 臨 床  7 ( 6 )
5 3 9 ~ 5 5 5
糖 尿 応 恕 、 者 の 咏 管 障 碍 に
関 ・ 手 る 統 計 的 観 察
日 木 臨 } 休
W a Ⅱ e n b e r g  氏 症 候 群 に
つ い て
診 断 と 治 療
医 学 シ ソ ポ ジ ウ
1 7 (  6  )
ム
斉 藤 達 雄 , 涌 井 昭 , 大
根 田 昭 :
黒 川 利 雄 , 斉 藤 達 雄 ,
藤 田 純 治 , 小 野 寺 秀 久
石 岡 国 春 , 貴 田 岡 引 、
祥 :
斉 藤 達 雄 :
斉 藤 達 雄
胃 癌 の 細 胞 学 的 診 断 の 意
羨 に つ い て
日 本 内 分 泌 学 会
雑 誌
9 7 5 ~ 9 9 0
1 2 ( フ )
8 5 9 ~ 8 6 5
1 9 9
第 2 4 輯
8 3 ~ 1 0 1
血 管 障 害 を 合 併 せ る 糖 尿
病 患 者 の 尿 中 1 7 - K S 分
割 及 ぴ 尿 中 1 7 ー ー 0 H C  S
排 池 吊 に つ い
代 謝 価 か ら 見 た 糖 尿 病 の
食 飢 療 法
胃 癌 の 細 胞 学 的 診 断 と レ
線 学 的 診 断 と の 比 校
1 9 5 9
日 本 臨 躰
3 5 (  5  )
5 0 2 ~ 5 1 4
1 9 9
癌 の 賄 床
1 9 5 9
1 7 (  9  )
黒 川 利 雄 , 山 形 敞 一 ,
宇 塚 哲 辻 那 ,
斉 藤 逹 雄 ,
宮 森 昭 郎 ,
村 田 栄 治 ,
今 谷 英 男 , 伊 藤 正 敏 ,
大 平 貞 雄 , 大 屋 昭 次 ,
川 上 淳 , 桑 野 昭 彦 , 内
山 樹
ホ ル モ ソ と 臨 躰  7 a の
8 8 0 ~ 8 8 4
1 9 5 9
1 6 1 8 ~
1 6 2 5
5 a の
5 8 5 ~ 5 9 8
糖 尿 病 と 1 仟 臓
ス ノ レ フ ァ ニ ー ノ レ 尿 素 剤 長
期 療 法 に つ い て
マ イ ト ヤ イ ツ ソ の 臨 床
綜 合 臨 床
1 9 5 9
1 9 0
癌 の 臨 床
1 9 5 9
8 a D
塘 尿 病 と 肝 臓
綜 合 臨 躰
1 9 5 9
5  ( 1 D
6 4 3 ~ 6 5 7
2 2 5 6 ~
2 2 6 6
治 療
1 9 5 9
9 < 3 )
4 5 3 ~ 4 5 7  1 9 6 0
1 9 5 9














































































































8山 形 敞 一 , 斉 藤 達 雄 ,
森 和 夫 , 金 沢 三 郎 ,
H
山 晃 , 笹 井 陽 一 郎 ,
田 昭 , 古 山 隆 , 諏 訪 嗣
夫 , 並 木 恒 夫 , 古 山 美
智 子 , 佐 藤 栄 一 :
斉 藤 達 雄 :
剖 橋 例 を め ぐ ウ て
ー エ リ テ ー マ ト ー デ ス
斉 藤 達 雄
斉 藤 達 雄
癌 の 化 学 療 法 の 臨 床
斉 藤 達 雄
斉 藤 達 雄 , 涌 井 和 夫 ,
幕 田 慶 司 , 遠 藤 英 一
斉 藤 達 雄 , 涌 井 昭 , 丸
浜 喜 鳧
斉 藤 達 雄 , 内 山 樹 :
糖 尿 病 と 消 化 器
最 新 医 学
消 化 器 病 一 医 療 統 計 の 首
位 を ゆ く も の
癌 化 学 療 法 の 臨 床
肝 機 能 検 査 法 と そ の 臨 床
的 意 義 に つ い て
糖 尿 病 最 近 の 動 き
1 9 6 5
日 本 短 波 放 送
「 癌 の 臨 床 」
1 7 ( 8 )
1 9 6 5
斉 藤 達 雄 , 宇 塚 善 郎 ,
大 平 貞 雄 :
斉 藤 逹 雄
さ か え
2 0 2 7 ~
2 0 3 6
保 健 婦 雑 誌
1 ~ 8
1 9 6 2
糖 尿 病 と 遺 伝
斉 藤 達 雄 :
宅 一
癌 の 臨 床
日 本 衛 生 検 査 技
師 会 雜 誌
内 科
2 ( 5 )
最 近 の 制 癌 剤 と そ の 検 討 治 療
斉 藤 達 雄 , 大 平 貞 雄
北 島 秀 次 , 斉 藤 達 雄
1 8 a 2 )
3 6 ~ 4 0
フ ~ 1 1
1 9 6 2
騨 臓 内 分 泌 機 能 検 査
ー そ の あ ら ま し と 選 ぴ
方 一
悪 性 り ソ パ 腫 七 そ の 周 辺
第 8 回 癌 シ ソ ポ ジ ウ ム 記
録
抗 癌 剤
8 ( 3 )
1 2 (  2  )
1 9 6 2
内 科
斉 藤 達 雄
斉 藤 達 雄
斉 藤 達 雄
1 1 1 ~ 1 2 1
1 9 6 2
1 1 (  D
6 9 ~ 7 8
4 1 ~ 5 6
1 9 6 2
ノ ミ ネ ノ レ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン
一 交 通 従 事 員 の 胃 腸 疾
対 症 検 在
1 ( 3 )
4 9 0 ~ 4 9 6
1 9 6 3
4 5 (  6  )
最 新 医 学
縢 臓 癌 と 糖 尿 病
今 年 の 癌 学 会 の 印 象
一 昭 床 面 一
内 科 的 疾 , 患 の 診 療 の
ツ , 糖 尿 病 診 療 の コ ツ
1 9 6 3
1 0 2 1 ~
1 0 3 4
診 断 と 治 療
日 木 交 通 災 害 医
学 会 雑 誌
1 9 3
4 9 2 ~ 4 9 8
1 9 ( フ )
1 8 7 6
1 9 6 3
5 2 (  D
1 8 ( 2 )
癌 の 臨 床
日 本 医 事 新 報
日 本 内 科 学 会 雑
生
1 9 6 3
3 5 ~  6
1 9 6 3
t コ
8 9 ) 1 2 3
第 1 8 集
第 2 1 7 3
号
5 5 (  2  )
1 9 6 4
1 9 6 4
9 4 ~ 1 9 1
1 6 ~ 1 9

























































































































斉 藤 達 雄 , 金 児 猛 夫
斉 藤 達 雄 , 大 平 貞 雄 ,
涌 井 昭 , 横 1 」 J J E 和 , 高
橋 弘 , 桧 森 巽 , 金 児 猛
夫 , 小 林 泰 , 金 丸 竜 之
介 , 前 田 掌 子
斉 藤 達 雄 , 大 平 貞 雄 ,
1 高
涌 井 昭 , 横 山 正 和 ,
橋 弘 , 桧 森 巽 , 朝 村 光
雄 , 釡 児 猛 夫 , 小 林 泰
菅 原 一 布 , 橋 木 勝 子
斉 藤 達 雄 , 大 平 貞 雄 ,
拓
涌 井 昭 , 横 山 正 和 , i
橋 弘 , 桧 森 巽 , 朝 村 光
雄 , 金 児 猛 夫 、 小 林 泰
菅 原 一 布 , 橋 本 勝 子
斉 藤 達 雄 , 大 平 貞 雄 ,
涌 井 昭 , 横 Ⅱ _ 1 正 和 , 高
橋 弘 , 桧 森 巽 , 朝 村 光
雄 , 金 児 猛 夫 , 小 林 泰
橋 本 勝 子
斉 藤 逹 雄
E h r l i c h  腹 水 癌 細 胞 の 呼
吸 な ら び に 解 糖 に お よ ぽ
す ヤ イ ト マ イ シ ン C
プ レ ド ニ ゾ ロ ソ 同 酬 H 乍 用
の , 4 縛
マ イ ト マ イ シ ソ C 投 与 法
に 関 す る  2 , 3  の 実 験 的
匁 1 見
癌 の 臨 床
1 9 6 8
東 北 医 誌
三 の 制 癌 剤 投 芋 下 担
^ ,
癌 生 体 の 病 態 生 理 学 的 変
動
5 0 (  2  )
6 2 5 ~ 6 3 4
1 9 6 8
1 4 (  D
7 1 ~ 7 3
原 北 区 誌
1 4 (  6  )
5 1 5 ~ 5 2 2
プ レ ド ニ ゾ ロ ソ の 担 癌 動
物 に 及 ぼ す 影 瓣 に つ い て
の 病 態 生 理 学 的 研 究
7 5
1 9 6 8
1 9 6 8
2 1 2 ~ 2 2 2
抗 研 誌
制 癌 剤 投 亨 下 吉 田 肉 腫 ラ
ツ ト に 船 け る 末 梢 血 中 有
核 細 胞 の 推 移
乃
斉 藤 逹 雄
1 9 6 7
1 9 8 ~ 2 1 1
抗 研 誌
斉 藤 匙 性 , 大 平 貞 雄 :
斉 藤 達 雄
1 9 ( 2 )
癌 化 学 療 法 の 病 態 生 理 学
的 検 討 と 孫 湖 ミ 成 敍 の 反 名
第 1 7 回 日 本 医 学 会 総 会 学
術 講 演 集
癌 と ウ ィ ル ス ( 白 血 病 以
外 )
抗 癌 剤
1 9 6 7
1 5 5 ~ 1 7 3
抗 研 誌
1 9 (  2  )
2 6 0 ~ 2 8 7
斉 藤 達 雄
斉 藤 達 雄
1 9 6 7
ー ー 1 9 6 7 年 の 日 本
医 学 一
癌 の 化 学 療 法 ( 内 科 的 )
ー く 特 集 ・ 最 近 に お け る
伯 ( 3 )
2 8 9 ~ 3 0 1
診 断 及 び 治 療 上 の 進
; 1 1 ヌ ) > 、 ^
抗 癌 剤 の 使 い 方
癌 治 療 の 現 在 と 将 来
一 癌 の 化 学 療 法 一
癌 と 虫 垂 炎 一 化 学 療 法 奏
効 再 発 性 腎 癌 の 偶 発 性 虫
垂 炎 死 亡 例 を め ぐ っ て
斉 藤 淫 雄 , 野 崎 久 男 ,
金 丸 竜 之 介 , 磯 里 予 時 一
黒 羽 武 , 近 藤 敏
1 9 6 7
現 代 内 科 学 大 系
診 断 と 治 療
Π 本 医 事 新 祁
1 9 6 7
1 0 7 フ ~
1 0 7 9
1 9 6 8
年 刊 追
補
1 9 6 7
2 0 0 ~ 2 2 0
5 6 (  D
第 2 2 8 4
号
治 療
癌 の 臨 床
,
1 9 6 7
3 3 ~ 4 2
















































































































斉 藤 達 雄 , 涌 井 昭 , 朝
村 光 雄 , 加 藤 昭 彦
斉 藤 達 雄
斉 藤 達 雄 , 涌 井 昭 , 金
九 危 之 介 , 菅 原 一 布 ,
姜 健 栄 , 青 木 久 , 工 藤
俊 雄 , 黒 羽 武 , 近 挫
敏
斉 藤 達 雄
斉 藤 達 雄 , 大 平 貞 雄 ,
涌 井 昭 , 横 Ⅱ _ 1 正 和 , "
橋 弘 , 柏 森 巽 , 朝 村 光
雄 , 小 林 泰 , 野 崎 久 男
金 丸 竜 之 介 , 吉 川 順
A u t o r a d i o g r a p h y  に よ
る 制 癌 剤 適 応 に つ い て の
基 礎 的 研 究
フ ル ギ ニ ソ と 癌 化 学 療 法
( 質 擬 応 答 )
手 術 後 に お け る 癌 化 学 療
法 中 に 低 血 糖 状 を 起 こ し
症 た 胃 癌 患 老 の 1 例
1 2 8
最 新 医 学
菅 原 一 布 , 青 木 久 , 姜
健 栄 , 工 藤 俊 雄 , 前 沢
祥 , 氏 家 重 紀 , 寿 日 井
貴 子 , 林 義 人 , 加 藤 昭
彦 , 菊 池 九 二 三 , 菅 原
伸 夫 , 市 川 恒 次 ;
斉 藤 逹 雄 , 大 平 貞 雄 ,
前 沢 祥
抗 癌 剤 長 期 投 与
制 癌 剤 の 多 剤 併 用 療 法 に
関 す る 廊 . 床 的 研 究
日 木 医 事 新 報
2 4 (  8  )
内 科
1 9 7 0
1 7 8 2 ~
1 7 8 4
斉 藤 達 雄
斉 藤 達 雄
斉 藤 逹 雄
第 2 3 6 8
1 3 0
号
癌 の 臨 床
日 本 癌 治 療 学 会
末
2 4 (  3  )
5 3 8 ~ 5 4 4
1 9 6 9
担 癌 ラ ッ ト の 血 清 及 び 肝
T r a n s a m i n a s e  l s o z y m e
P a t t e r n  に つ い て
1 9 6 9
斉 藤 達 雄
3 6 集
4 ( 4 )
癌 の 化 学 療 法
癌 睡 松 上 ぴ 肉 肺
抗 癌 剤 の 大 量 ワ ソ ツ 。 ツ
ト テ ラ ピ ー ( 質 疑 応 答 )
癌 の 化 学 療 法 ( 内 科 的 )
ー く 特 集 ; 最 近 に お け る
診 断 及 び 治 療 上 の 進
歩 > ー
化 学 療 法 に 発 け る 師 癖
一 宿 主 関 係 か ら み た 御 族 与
効 果 の 増 強
抗 癌 剤
1 9 6 9
1 1 ~ 1 9
斉 藤 逹 雄
2 3 ~ 4 0
抗 研 誌
斉 藤 達 雄
1 9 6 9
1 9 6 9
医 = 三 サ ロ ソ
薬 物 療 法 の 実 際
日 木 医 事 新 報
斉 藤 達 雄
2 1  ( 3 ,
D
1 2 0 ~ 1 3 1
第 3 集
日 本 医 事 新 キ R
抗 癌 剤 の 徹 腔 内 注 入 療 法
( 質 疑 応 答 )
1 9 6 9
6  ~ 1 2
第 2 3 9 8
号
4 g 8 ~ 4 9 2
最 新 医 学
1 9 6 9
第 2 3 9 3
1 3 4
号
日 本 臨 林
1 9 7 0
1 0 ~ 1 7
1 9 7 0
2 5 (  5  )
日 本 医 事 新 報
1 9 7 0
1 0 8 0 ~
1 0 8 8
2 8  ( 春
季 増 刊
号 )
第 2 4 1 8
号
6 5 6 ~ 6 5 9  1 9 7 0



























































































































斉 藤 逹 雄 ,
加 藤 昭 彦 .
子 ;
朝 村 光 雄 ,
波 辺 紀 予
斉 藤 逹 雄 , 大 平 貞 雄 ,
涌 井 昭 , 横 山 正 和 , 桧
森 巽
第 2 4 8 0
1 3 4
M i t o m y c i n  C  の 処 理 濃
度 〒 こ つ い て
一 細 胞 致 死 効 果 か ら の 毛
察 一
新 制 癌 剤 の 投 与 法 に 関 す
る 考 察 一 P 1 鳳 託 1 お よ び
P h a s e  l s t u d y  か ら み ナ こ
y 刷 癌 剤 の 使 用 成 繊 一
癌 化 学 療 法 の 進 歩 , 総 論
宿 主 に 及 ぼ t 影 粋
ー と く に 昆 Ⅲ 乍 用 一
成 人 の 肥 厚 性 幽 門 狭 兇 症
と 甲 状 腺 癌 の 合 併
斉 藤 達 雄
斉 藤 逹 雄 , 朝 村 光 雄 ,
小 林 泰 , 工 藤 俊 雄 , 女
健 栄 , 前 沢 祥 , 菅 原 貴
子 , 民 家 重 紀 ; 秣 裏 人
近 徐 敏 , 杉 山 徐 二 郎 :
姜 健 栄 , 佐 藤 春 彦 , 大
平 貞 雄 , 斉 藤 達 雄 :
最 新 医 学
斉 藤 達 雄 他
癌 の 臨 床
2 6 (  5  )
9 9 3 ~ 9 9 6
斉 藤 達 雄 :
姜 健 榮 , 大 平 貞 雄 , 斉
藤 達 雄 :
α 一 F e t o p r o t e l n ,  A u s t r 】
a 1 ね 抗 原 お よ び 各 種 免
疫 蛋 白 の 測 定
癌 の 化 学 療 法 の 現 況 と 将
来
綜 合 臨 躰
1 7 (  8  )
5 8 9 ~ 5 9 8
抗 研 誌
斉 藤 逹 雄 , 高 橋 弘
1 9 7 1
新 し い 制 癌 剤
転 移 性 肝 癌 患 老 血 浩 に 船
け る 高 密 産 り ポ 蛋 白 と
A l k a l i n e  p h o s p h a ね S e
と の 関 係
胃 癌 術 後 の 抗 癌 剤 の 使 い
2 0 ( フ )
斉 藤 達 雄 , 大 平 貞 雄 ,
前 沢 祥
容 藤 逹 雄 , 大 平 貞 雄 ,
涌 井 昭 , 横 山 正 和 , 高
橋 弘 , 桧 森 巽 , 工 肱 伊
雄 , 前 沢 祥 , 氏 家 重 紀
菅 原 伸 夫
斉 藤 達 雄 , 大 平 貞 雄 論
涌 拜 昭 , 袖 山 正 和 , 高
橋 弘 , 桧 森 畏 , 工 註 俊
雄 , 前 沢 祥 , ' 寺 原 伸
夫
斉 藤 達 雄 :
抗 研 誌
I g 7 1
1 3 8 6 ~
1 3 9 5
2 3 (  D
1 9 7 1
癌 の 臨 床
1 8 ~ 2 5
I g 7 1
2 3 ( 2 )  1 2 1 ~ 1 2 8
I g 7 1
内 科
転 移 性 肝 癌 の 各 種 血 浩 酵
素 パ タ ー ソ 1 こ つ い て
新 抗 癌 剤  C 討 b 詑 Ⅱ q u i n -
O n e  の 除 床 使 用 経 験
I g 7 1
号
日 太 消 化 器 病 学 朋 ( 8 )
ユ 式 ネ 1  ル じ 、
1 6 (  9  )
6 5 1 ~ 6 6 2
2 8 (  4  )
6 6 5 ~ 6 7 1
臨 林 と 研 究
癌 化 学 療 法 に 胎 け る 糖 質 臨 床 薬 理
コ ル チ = イ ド 併 用 の 点 義 '
日 本 癌 治 療 学 会
誌
癌 の 臨 床
I g 7 1
8 2 9 ~ 8 3 3
4 8 (  9  )
抗 癌 剤 と 他 剤 と の 併 用
( 質 疑 応 答 )
I g 7 1
1 9 7 1
6 ( 2 )
2 5 3 ~ 2 6 6  1 9 7 1
2 3 1 6 ~
2 3 2 3
1 7 a l )
8 0 6 ~ 8 1 8
I g 7 1
日 本 医 事 新 報
2 ( 4 )
3 6 8 ~ 3 7 0  1 9 7 1














































































































斉 藤 逹 雄 , 高 橋 弘
斉 藤 逹 雄 , 涌 井 昭
胃 癌 の 肺 弧 プ 移
固 形 癌 の 多 剤 併 用 療 法
ー ス テ ロ イ ド 併 用 を 中 心
V -
癌 の 治 癒 と 再 発
一 化 学 療 法 の 立 場 か ら ー
癌 化 学 療 法 に お け る 効 果
増 強 へ の ア プ 戸 ー チ
ー は じ め に ー
斉 藤 逹 雄 , 朗 村 光 雄 , 細 胞 分 率 と 癌 の 化 学 療 法
斉 藤 達 雄 , 横 山 正 和
斉 藤 達 雄 :
制 癌 剤 と プ レ ド ニ ゾ 戸 ソ
斉 藤 逹 雄 , 涌 井 昭 , 高
を 併 用 授 与 し た 末 期 胃 癌
橋 弘 :
患 者 の 転 移 に つ い て の 臨
日 本 胸 部 臨 床
最 新 医 学
斉 藤 達 雄 , 横 山 正 和
斉 藤 達 雄 , 涌 井 昭 :
癌 の 臨 床
癌 の 臨 床
3 2 (  5  )
2 8 (  5  )
床 的 検 討
臨 床 科 学
癌 化 学 療 法 の 限 界
綜 合 臨 床
抗 が ん 剤
( 主 要 薬 剤 の 副 作 用 )
抗 癌 剤 投 与 に よ り シ , ツ 抗 靭 誌
ク 死 を き た し た 切 除 不 能
胃 癌 の 一 例
3 1 3 ~ 3 2 2
9 0 3 ~ 9 1 1  1 9 7 3
最 新 医 学
1 9 ( 4 )
1 9 (  6  )
1 9 7 3
2 8 5 ~ 乞 9 0  1 9 7 3
癌 の 臨 床
6 5 5
2 8 (  8  )
1 6 3 5 ~
1 6 3 8
斉 藤 達 雄 :
斉 藤 達 雄 」 涌 井 昭 , 横
山 正 和 , 高 橋 弘 , 前 沢
祥 , 入 野 田 侑 宏 , 石 垣
春 夫 , 波 部 一 弘 , 多 田
成 夫
斉 藤 達 雄 :
1 9 7 3
1 9 ( 9 )  9 3 5 ~ 9 4 0
1 9 7 3
5 - F l u o r o u r a C 1 1 ,  c h r -
1 9 7 3
O m o m y c i n  A 3 ,  p r e d n l -
S 0 1 0 n e  及 び そ れ ら 併 用
9 ( 9 )
2 2 a の
の 圖 形 腫 癌 に 対 す る 臨 床
効 果 の 検 討
癌 化 学 療 法 の 限 界 と 将 来
に 対 す る 期 待
Ⅱ 2 3 ~
H 2 9
1 9 7 9 ~
1 9 8 4
1 2 2 ~ 1 2 7
2 5 (  2  )
病 態 生 理 学 的 観 点 よ り み
た 癌 化 学 療 法 の 詳 価
I g 7 3
日 太 癌 治 療 学 会
誌
I g 7 3
癌 化 学 療 法 の 現 状 と 将 来 癌 と 化 学 療 法 誌
の 展 望
I g 3
岩 手 医 学 雑 誌
臨 床 薬 理
8 ( 4 )
6 ~ 2 1
2 5 (  6  )
7 6 3 ~ フ 7 5
1 9 7 3
4 ( 3 )
(  4  )
1 9 4 ~ 1 g 7  1 9 7 3
I g 7 3
1 ( 8 )
6 1 ~ 7 5
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黒 川 利 雄 , 斉 藤 達 雄 ,
西 山 正 治 :
斉 藤 達 雄 , 大 平 貞 雄 ,
涌 井 昭 , 横 山 正 和 ,
橋 弘 , 小 林 泰 , 入 野 田
侑 宏 , 渡 部 一 弘 , 多 田
成 夫 , 石 垣 春 夫
斉 藤 達 雄
斉 藤 達 雄
斉 藤 達 雄 , 横 山 正 和
斉 藤 達 雄 , 横 山 正 和
斉 藤 達 雄 , 横 山 正 和 :
回 転 多 方 向 撮 影 X 線 テ レ
ビ 装 羅 ( ジ ャ イ ロ 式 万 能
X 線 テ レ ビ 装 置 ) の 概 要
と 臨 床 的 応 用
末 期 固 形 癌 に 対 す る 抗 癌
薬 の 薬 効 と 延 命 効 果 と の
関 連 に つ い て
高
日 本 医 学 放 射 線
学 会 雑 誌
悪 性 腫 甥
抗 癌 剤
各 種 抗 癌 剤 の 作 用 機 序 と
抗 癌 ス ペ ク ト ル
抗 悪 性 腫 癌 剤
延 命 効 果 か ら み た 末 期 習
癌 の 化 学 療 法 の 評 価
担 癌 動 物 に お け る 凝 固
.
線 溶 系 の 動 態
癌 細 胞 の 同 調 と 化 学 療 法
臨 床 薬 理
斉 藤 達 雄 , 涌 井 昭 ,
橋 健 一 :
2 2 5 ~ 2 3 8
3 4 a D
7 8 8 ~ 8 0 0
1 9 7 5
朝 村 光 雄 , 佐 藤 春 彦 ,
釡 丸 能 之 介 , 加 藤 昭 彦
渡 辺 紀 予 子 , 斉 藤 達
雄 :
金 丸 龍 之 介 , 朝 村 光 雄
佐 藤 春 彦 , 斉 藤 達 雄 :
診 断 と 治 療
薬 剤 に よ る 副 作
用
日 木 臨 床
5 ( 4 )  3 3 7 ~ 3 3 9  1 9 7 4
1 9 7 4
金 丸 能 之 介 , 朝 村 光 雄
佐 藤 春 彦 , 斉 藤 達 雄 :
斉 藤 逹 雄 , 桧 森 巽 :
6 3 (  D
綜 合 臨 肱
U 5 ~ 1 2 1
癌 と 化 学 療 法 誌
制 癌 剤 の 選 択 指 標 の 検 討
( a ) M M C ,  C Q ,  T T e n l m o n
1 こ つ い て
制 癌 剤 の 選 択 指 標 の 検 討
( b ) 5 - F l u o r o u r a c i 1  に
つ い て
カ ノ レ ノ ミ ジ ノ レ キ ノ ソ ,
3 3 (  5  )
斉 藤 達 雄
1 9 7 5
3 9 1 ~ 4 1 3
T h e  J o u r n a l  o f
m e d i c a l  E n 乞 y -
m 0 1 0 z y
最 新 医 学
1 9 7 5
2 4
1 7 6 8 ~
1 7 9 3
Ⅱ 3 2 ~
1 1 4 3
3 6 7 ~ 3 7 5
斉 藤 達 雄
大 平 貞 雄 , 前 沢 祥 , 入
野 田 侑 宏 , 渡 部 一 弘 ,
北 田 一 浩 , 斉 藤 達 雄 :
1 9 7 5
2 ( 3 )
1 ( 4 )
1 9 7 5
癌 の 化 学 療 法
最 新 医 学
1 9 7 5
5 6 0 ~ 5 6 6
3 0 (  8  )
新 し い 化 学 療 法 剤
肝 薬 物 代 誘 括 ¥ 素 化 y t o c -
h r o m o  p 一 妬 の の 動 見 凱 こ
ゞ ι 朋 1 し た  C y d o p h o s p h -
a m i d e 投 与 法 と 制 癌 効 果
増 強 に 関 す る 実 験 的 知 見
1 9 7 5
最 新 医 学
1 4 6 4 ~
1 4 6 6
1 9 7 5
3 0 (  8  )
癌 の 臨 床
第 1 9 回 日 本 医 学
会 総 会 々 誌
外 科 治 療
抗 研 誌
1 9 7 5
1 4 6 7 ~
1 4 6 9
3 0 (  8  )
1 4 6 9 ~
1 4 7 2
2 1 a 2 )
1 9 7 5
1 0 3 7 ~
1 0 4 3
2 2 7 ~ 2 4 2
1 9 7 5
3 3 (  3  )
2 7 ( 1 ~
2 )
1 9 7 5
2 4 8 ~ 2 5 2

























































































































大 平 j 气 雄 , 波 部 一 弘 ,
中 村 尚 子 , 斉 藤 逹 雄 ,
( 東 北 大 学 医 謙 部 第 二
病 理 学 教 室 ) 若 狄 治 毅
久 保 田 正 博
斉 藤 達 雄 , 涌 井 昭 , 桧
森 巽 , 菅 原 伸 夫
1 7 0 ~ 1 7 1
癌 化 学 療 法 が 奏 効 し た
G r a w i t Z  1 耐 牙 の 一 剖 検
例
斉 藤 達 雄 , 横 山 正 和
大 平 貞 雄 , 前 沢 祥 , 渡
部 一 弘 , 北 田 一 浩 , 芥
藤 達 雄
3 1 (  8  )
圃 型 睡 傷 患 者 を 主 と し た
新 ア ル キ ル 化 剤 ,  N 0 8 6 4 -
T の 使 用 経 験
進 行 W 癌 の 化 学 療 法
説 一
] 汀 ;
肝 薬 物 代 謝 酬 素 ( c y t o c -
P 一 巧 の に よ る  1
r o l n e
( 2 - t e ι r a h y d r o f u l y
1 ) - 5  ^ f l u o r o u r a c i l
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